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「歌舞伎」を楽しもう! 

 ルネッサながとは、歌舞伎などの古
典芸能が本格的に行える、国内トッ
プレベルの劇場です。 
 「わくわく土曜塾」が、廻り舞台、
舟底迫り、音響室、中・大奈落など
の施設を見学。 
その後、「歌舞伎のいろは」につい

て体験学習し、子どもたちは歌舞伎
役者になった気分で、大はしゃぎし
ていました。 



 
 

 

    
 

 
 

    
 
 

 

                         
 

 

   
 

 

                             
 

    

                            
 

       

  
                

 

        

            

「
家
庭
の
日
」
を
知
っ
て
い
ま
す
か 

家
庭
の
日
は
、
家
族
と
一
緒
に
過
ご
す
時

間
を
大
切
に
家
族
の
絆
を
深
め
る
日
で
す
。 

青
少
年
育
成
市
民
会
議
で
は
、
山
口
県
と

協
働
し
、
第
３
日
曜
日
を
中
心
と
し
た
「
家

庭
の
日
」
の
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
ま
す
。 

～
家
族
の
絆
を
大
切
に
～ 

深
川
支
部
で
は
、
毎
年
、
深
川
・
向
陽
小

学
校
に
来
年
度
入
学
す
る
新
１
年
生
に
対
し

て
、
家
庭
の
日
の
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
を
配
布

し
て
い
ま
す
。
学
校
か
ら
の
連
絡
プ
リ
ン
ト

の
整
理
に
活
用
し
、
親
子
で
話
す
き
っ
か
け

に
な
り
、
家
庭
の
日
が
広
が
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。 

授
業
の
一
環
と
し
て
、
昔
遊
び
に
挑
戦 

深
川
小
学
校
の
１
年
生
が
、
生
活
科
「
冬
と
友
達

に
な
ろ
う
」
の
授
業
で
凧
作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。 

講
師
は
、
地
域
で
伝
統
文
化
を
守
り
活
動
す
る
「
ど

う
じ
ん
凧
の
会
」
磯
谷
・
川
崎
・
野
津
さ
ん
で
す
。 

各
ク
ラ
ス
に
分
か
れ
て
、
い
か
凧
、
エ
イ
凧
に
絵

を
描
き
、
竹
ひ
ご
と
足
を
着
け
て
完
成
さ
せ
ま
し
た
。 

児
童
は
、「
凧
を
揚
げ
た
こ
と
は
あ
る
が
、
作
る
の

は
初
め
て
で
簡
単
に
で
き
た
」
と
楽
し
そ
う
に
話
し

て
い
ま
し
た
。
講
師
の
磯
谷
さ
ん
は
、「
初
め
て
の
子

ど
も
が
多
く
、
失
敗
も
多
い
。
失
敗
体
験
を
た
く
さ

ん
し
て
、
今
後
の
色
々
な
活
動
に
活
か
し
て
ほ
し
い
」

と
、
子
ど
も
た
ち
に
優
し
く
接
し
て
い
ま
し
た
。 

個性あふれるオリジナルな凧作り 

      凧揚げの日が待ち遠しいですね！ 

 

深
川
小
１
年
生
が
、
凧
作
り
に
挑
戦 

毎
月
第
３
日
曜
日
は
、「
家
庭
の
日
」 

横山支部長が、向陽小学校新入生に 

「家庭の日」クリアファイルを配布 

緒方副支部長が、深川小学校で 

「こども110番」について説明 

児童の凧作りを指導する、長門どうじん凧の会、磯谷さん 

 

子
ど
も
110
番
で 

子
ど
も
た
ち
の
安
心
安
全
を 

 

子
ど
も
た
ち
が
登
下
校
時
な
ど
に
、
身
の

危
険
を
感
じ
た
場
合
、
避
難
所
と
し
て
駆
け

込
む
場
所
と
し
て
「
子
ど
も
110

番
の
家
」

が
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
を
犯
罪
等
か
ら

守
り
、
安
全
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
深
川
地
区
に

は
、「
子
ど
も
110
番
の
家
」
が
80

箇
所
あ
り

ま
す
。 



                                      

  
 
 
 

                            

 

       

                                  
 
 
 

 
 

 
 
  

 

   
 
 
 
 

                           

 

わ
く
わ
く
土
曜
塾
で
、
１
～
２
年
生
と
３
～
６

年
生
に
分
か
れ
て
、
調
理
体
験
を
し
ま
し
た
。 

 

１
～
２
年
生
は
、「
な
が
と
日
本
語
ク
ラ
ブ
」
で

日
本
語
を
学
ぶ
外
国
出
身
の
小
中
学
生
と
一
緒

に
、
お
に
ぎ
り
作
り
を
し
ま
し
た
。
ラ
ッ
プ
を
切

る
の
に
苦
戦
す
る
子
が
多
く
い
ま
し
た
が
、
好
き

な
具
材
を
入
れ
て
美
味
し
そ
う
な
お
に
ぎ
り
を
作

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
合
間
に
、
塾
生
の
子
ど

も
た
ち
と
日
本
語
ク
ラ
ブ
の
子
が
、
好
き
な
食
べ

物
の
話
で
盛
り
上
が
る
様
子
も
見
ら
れ
ま
し
た
。 

 

３
～
６
年
生
は
、
大
津
緑
洋
高
等
学
校
水
産
校

舎
に
て
、
先
生
方
の
ご
指
導
の
も
と
か
ま
ぼ
こ
作

り
を
し
ま
し
た
。
生
徒
の
皆
さ
ん
に
も
お
手
伝
い

い
た
だ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
が
描
い
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

イ
ラ
ス
ト
入
り
の
か
ま
ぼ
こ
が
で
き
ま
し
た
。
か

ま
ぼ
こ
を
焼
い
て
い
る
間
に
、
ク
イ
ズ
等
で
か
ま

ぼ
こ
に
関
す
る
学
習
も
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち

に
と
っ
て
貴
重
な
体
験
の
機
会
と
な
り
ま
し
た
。 

公
民
館
を
中
心
に
活
動
す
る
「
深
川
友
愛
学
級
」
は
、

地
域
の
み
ん
な
が
集
い
、
交
流
を
深
め
な
が
ら
生
き
が
い

を
見
出
す
た
め
の
学
習
と
健
康
づ
く
り
を
目
的
に
、
様
々

な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

今
回
の
学
習
会
は
、
パ
ン
マ
イ
ス
タ
ー
の
上
田
幸
子
さ

ん
を
中
心
に
深
川
地
区
社
協
の
女
子
会
の
み
な
さ
ん
を

講
師
に
迎
え
、「
初
め
て
の
パ
ン
作
り
」
に
挑
戦
。 

～
健
康
寿
命
延
伸
と
共
に
支
え
合
う
地
域
を
～ 

野
菜
た
っ
ぷ
り
カ
レ
ー
パ
ン
・
ソ
ー
セ
ー
ジ
パ
ン
・
ハ

ム
パ
ン
・
ク
リ
ー
ム
チ
ー
ズ
パ
ン
の
４
種
類
を
、
参
加
者

20

人
が
協
力
し
な
が
ら
調
理
し
ま
し
た
。 

参
加
者
の
一
人
は
、「
パ
ン
を
自
宅
で
作
る
機
会
が
な

い
。
今
日
は
楽
し
み
に
し
て
い
た
の
で
病
院
の
予
約
を
取

り
消
し
て
参
加
し
ま
し
た
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。 

か
ま
ぼ
こ
＆
お
に
ぎ
り
作
り
体
験 
パ
ン
マ
イ
ス
タ
ー
と
一
緒
に
パ
ン
作
り 

第４回「長明塾」開催 

「長門の明日を考える会」 

 多方面から講師を招き、楽しく交流を深め

ることで、明日の長門市のまちづくり地域づ

くりに活かす「学習会」です。 参加無料 

開催日時 ３月３日（火）18:30～ 

場  所 物産観光センター２階研修室 

講  師  青海島観光汽船㈱ 

船長 岡村有菜さん 

演  題 「令和の時代に、再認識」 

    ～観光汽船から観る青海島の 

魅力を若き女性船長が語る～ 

「第 42回中央公民館まつり」開催 

公民館に集う全ての団体が、ステージ発表や作

品展示などを行い、「出会い・ふれあい・学び

合い」の楽しい交流の場です。 

 

開 催 日   ４月１８日（土）9時～16時 

       ４月１９日（日）9時～15時 

会  場  長門市中央公民館 

      長門市物産観光センター 

♪ステージ部門：活動の成果をステージ発表 

♪展示部門：こだわりの作品が集う展示会  

♪食コーナー：うどん・焼き鳥・焼きそばなど 

「深川友愛学級」と「深川地区社協」が協働で 

高齢者を支える助け合いの地域社会をめざして 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

伝
え
た
い
「
ふ
る
さ
と
深
川
」
シ
リ
ー
ズ
107 

 
 

 

―
若
き
友
情
の
絆
― 

「
友
情
」
像 

  

大
津
緑
洋
高
校
大
津
校
舎
校
庭
の
片
隅
に
、
若
き
友
情
の
絆
の
像
が

あ
る
こ
と
は
余
り
知
ら
れ
て
な
い
。 

所
在
地 

東
深
川
・
大
津
緑
洋
高
校
大
津
校
舎 

建
立
年 

昭
和
四
十
三
年(

一
九
六
八) 

総 

高 

三
八
八
cm 

像 

高 

二
二
三
cm 

台 

座 

高
さ
一
五
六
cm
、
基
部
一
五
五×

一
一
三
cm 

刻 

字 
<

台
座
正
面>

  

友
情 

 
 

 
 

<

台
座
背
面>

 

 
  

 

友
情
の
祈
り
鶴
伴
に
秋
の
空 

信
明 

昨
秋
勉
学
な
か
ば
で
突
然
の
病
に
斃
れ
た
、
故
松
浦
信
明
君
の
父
龍

瑞
氏
よ
り
頂
い
た
芳
志
を
生
か
す
た
め
、
本
校
教
論
坂
倉
秀
典
氏
に
依

頼
し
て
若
人
の
躍
進
を
象
徴
す
る
像
を
作
製
し
た
。 

 

尚
題
名
は
信
明
君
が
入
院
中
級
友
か
ら
お
く
ら
れ
た
折
り
鶴
に
感

激
し
て
作
っ
た
標
記
の
句
に
ち
な
ん
だ
も
の
で
あ
る
。 

 

昭
和
四
十
三
年
七
月
吉
日 

西
嶋 

傳 

略
記 

撰
文
の
西
嶋
傳
は
、
建
立
当
時
の
校
長
。
施
工
は
吉
田
石
材
店 

 

私
自
身
の
パ
ソ
コ
ン
の
「
公
民
館
だ
よ
り
」
の
欄
を
整
理
整
頓
中
、 

未
完
の
原
稿
を
見
つ
け
る
。 

 

高
校
卒
業
す
る
時
季
に
相
応
し
い
と
考
え
掲
載
す
る
。 

 
 

参
照
『
長
門
の
い
し
ぶ
み
』 

山
口
史
学
会
理
事 

藤
井
文
則 

 

友
情
の
折
鶴
伴
に
秋
の
空 

 

我
が
家
の
宝
子 

ながの こうや  

長野 航也くん(３歳) 鳥越２区 

長野友樹・和美さんの長男として平成

28 年 9 月 11 日に誕生。 

 控えめな性格。転勤族なので、もう少

し自己主張し、どこに行っても誰とでも

分け隔てなく、つきあいをしてほしいで

す。 

今
月
の
う
た 

山
茶
花
ク
ラ
ブ 

背
を
丸
め
初
日
を
拝
む
母
拝
む 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

岡
田
フ
ジ
エ 

吟
声
や
競
技
歌
留
多
の
札
飛
ば
す 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

山
下 

映
子 

大
バ
ッ
ハ
調
べ
聖
な
る
ク
リ
ス
マ
ス 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

福
島 

英
夫 

 
 

長
門
短
歌
会 

思
い
出
の
本
を
束
ね
て
処
分
し
て 

 

古
希
の
寒
晴
深
呼
吸
す
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

山
下 

映
子 

飼
い
猫
の
証
し
の
首
輪
に
守
ら
れ
て 

 

保
護
さ
れ
無
事
に
戻
り
し
「
き
な
こ
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

前
田 

由
美 

背
を
丸
め
首
を
す
く
め
て
野
良
犬
の 

 

振
り
向
き
も
せ
ず
寒
天
の
下 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

佐
貫 

勝
代 

深川地区の人口 

世帯数 5,901（-08） 

男 性 5,902（-08） 

女 性 6,754（-08） 

 計  12,656（-16） 

（R2 年 2 月 1 日現在） 

中央公民館 3 月の行事予定 

3 日（火） 第 4回長明塾 

7 日（土） 市内中学校卒業式 

9 日（月） 公民館祭り参加者会議 

10 日（火） 青少年育成市民会議 

深川支部理事会 

19 日（木） 市内小学校卒業式 

第 1～4 水曜  親子でリトミック 

第 1 土曜日  子どもクラブ 

第 1第 3土曜 キッズエクササイズ 

第 2 第    わくわく土曜塾 

編
集
後
記 

「
読
み
や
す
い 

広
報
誌
を
め
ざ
し
て
」 

 

先
日
、
山
口
県
公
民
館
職
員
研
修

会
が
、
県
庁
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

▼
今
回
の
研
修
は
、「
魅
力
的
な
広
報

誌
づ
く
り
」
で
す
。
▼
中
央
公
民
館

に
お
い
て
も
、
広
報
誌
「
そ
う
ぞ
う

な
が
と
」
を
毎
月
発
行
し
て
い
ま
す
。

▼
見
出
し
・
写
真
・
レ
イ
ア
ウ
ト
な

ど
読
み
手
を
引
き
付
け
る
工
夫
が
大

切
で
す
。
▼
今
月
号
は
、
少
し
ば
か

り
レ
イ
ア
ウ
ト
を
変
更
し
て
い
ま
す

が
、
地
域
の
身
近
な
情
報
誌
と
し
て

努
力
し
て
い
き
ま
す
。 

「
友
情
の
絆
」
像 

台座 正面 

台座 背面 


